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差が，傾斜15°の園地ほど大きくなく，
緩い傾斜の園地ではナギナタガヤ草生
栽培が土壌水分に及ぼす影響は比較的
小さいと考えられる。秋季の土壌水分
についても，傾斜 15° の園地では草
生栽培の方が清耕栽培より高くなりや
すい傾向があり，傾斜 5° の園地では
あまり違いがみられないという夏季と
同様の傾向が出ている。

5. まずは園地の一部に草
生栽培を導入

ナギナタガヤ草生栽培は，今回説明
した効果の他に，雑草抑制や有機物補
給などの効果もある。草生面積を大き
くすればそれらの効果も高くなるが，
同時に養分を下草が吸ってしまうこと
で果樹の養分が不足したり，下草の分
解によって養分が意外な時に遅効きし
てしまう可能性もある。そこで，目的
により草生栽培の導入場所や導入面積
を変えることが重要である。肥料を流
出させないことが主な目的であれば，
園地の周囲，スピードスプレイヤーの
通路，畝（うね）の下部など，果樹の
根があまり伸びていない場所への部分
的な草生栽培（図 -8）で十分な効果が
得られ，作業性も低下しにくいと考え
られる。一方，有機物補給や雑草抑制

を目的として，園地のほぼ全面にナギ
ナタガヤを導入する場合もある。その
場合，草生面積が大きいので，草の上
で滑りやすくなる等作業しにくい場面
が出てくることも配慮する必要がある。

6. まとめ

ここ数年，記録的な集中豪雨が日本
全体で発生している。今後も，カンキ
ツ類の収量や価格に大きな影響を及ぼ
す豪雨や干ばつ等の異常気象が増えて
いくことが考えられる。草生栽培には，
急激な地温上昇・土壌の乾燥を防ぎ，
土壌環境を安定させる役割も明らかに
なってきた。豪雨や干ばつの影響を少
なくする技術として注目される可能性
もある。草生栽培が重要な役割を担う

もう一つの背景として，肥料価格が世
界情勢に左右されやすいことが挙げら
れる。特にリン資源は，近い将来入手
困難になることが予測されており，「草
を生やす」ことは，リンが含まれる土
を流出させないだけでなく，リンを下
草に吸収させ有機物として土に還すこ
とで土に蓄積したリンの有効利用にも
つながる。ナギナタガヤ草生栽培は生
産者自身の手により導入が始まってい
る。今後の展望として，生産者の意識
向上を図るためのマニュアル等による
技術支援や周辺環境のより詳細な情報
提示が求められる。限られた資源を有
効活用する技術として，草生栽培の特
徴に興味を持っていただき，今後のカ
ンキツ栽培に少しでも力添えできれば
幸いである。

図 -7　夏季における土壌水分の推移
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図-6 夏秋季における地温の推移 
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図-8 畝（うね）の下部にナギナタガヤを播種した事例 
 
 

表-1 表面流去水中の懸濁物質（土壌粒子）の平均径と粒径分布 

傾斜 管理法 
平均径 粒径分布（％） 

(μm) ＜1μm 1～10μm 10μm＜ 

5° 
草生 4.9 11.6 86.9 1.5 

清耕 9.1 3.3 64.4 32.3 

15° 
草生 3.8 15.5 84.2 0.3 

清耕 8.4 7.1 60.3 32.6 

 
 
 

図 -8　畝（うね）の下部にナギナタガヤを播種した事例
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はじめに

トリアファモンは，バイエルクロッ
プサイエンス社が創製したスルフォ
ンアニリド系の新規水稲用除草剤であ
る。本剤は，水稲に対して高い安全性
を示し，ノビエ並びに一年生カヤツリ
グサ科雑草のほか，クログワイ，オモ
ダカ，コウキヤガラ等の難防除多年生
雑草に対して高い除草効果と長い残効
性を有する。本剤に一年生広葉雑草全
般に高い除草効果を有するテフリルト
リオンを混合することで，水稲用除草
剤に求められる幅広い除草効果と水稲
への高い安全性を併せ持つ混合剤とな
るため，公益財団法人日本植物調節剤
研究協会（以下日植調と省略）を通じ，

2012 年より BCH-121-1kg 粒，BCH-
122 フロアブルおよび BCH-123 ジャ
ンボとして開発が進められた。これら
3 剤は，2016 年 4 月 13 日に，商品名
カウンシルコンプリート　（1kg 粒剤，
フロアブルおよびジャンボ）及び商品
名ボデーガードプロ　（1kg 粒剤，フ
ロアブルおよびジャンボ）としてそれ
ぞれ農薬登録された。

本稿では，トリアファモンおよびそ
の混合剤の生物活性の特徴（または特
性）について述べる。

1. 物理化学的性状および
安全性

トリアファモンの物理化学的性状お
よび安全性を以下に示す。

2. 作用機構

トリアファモンは，主として雑草の
根部，茎葉基部から吸収される。吸収
されたトリアファモンは雑草体内で代
謝され，分岐鎖アミノ酸（バリン，ロ
イシン，イソロイシン）生合成経路上
のアセト乳酸合成酵素（ALS）を阻害
する活性本体へと変化する。この活性
本体が ALS を阻害することで，雑草
は正常なタンパク質の生合成ができな
くなり，枯死に至る（図 -1）。一方で，
稲植物体内においては，活性本体がほ
とんど生成しないために，水稲に対し
て選択的に高い安全性を示す。

3. トリアファモンの生物効果

（1）殺草スペクトラム

トリアファモンは，ノビエ並びに一
年生カヤツリグサ科雑草のほか，クロ
グワイ，オモダカ，コウキヤガラ等の
難防除多年生雑草に対して高い除草効
果と長い残効性を有する。一方，コナ
ギ等の一年生広葉雑草の中には，除草
効果が低い草種もある（表 -1）。

（2）ノビエに対する効果，残効性

ノビエに対するトリアファモンの除
草効果をポット試験で検討したとこ
ろ，5 葉期程度までのノビエに対して
高い除草効果を示した（図 -2）。

漏水あり，無漏水の条件で，薬剤処
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バイエルクロップサイエンス（株）
開発本部開発チーム

伊藤　雅仁

トリアファモン
新薬剤紹介

一般名：トリアファモン (triafamone)
化学名 (IUPAC)：2’-[(4,6- ジメトキシ -1,3,5- トリアジン -2- イル ) カルボニル ]-1,
　　　　1,6’- トリフルオロ -N- メチルメタンスルホンアニリド
分子量：406.34
融　点：105.6℃
水溶解度：33mg/L (20℃ )
Log Pow：1.5 (24℃ )
急性経口毒性（原体）：LD50  > 2000 mg/kg ( ♀ )　ラット
急性経皮毒性（原体）：LD50  > 2000 mg/kg ( ♂，♀ )　ラット
魚類急性毒性（原体）：LC50  > 76.9 mg/L ( コイ，96 時間 ) 
ミジンコ類急性遊泳阻害（原体）：EC50  > 35.3 mg/L (48 時間 )

N N

N
N

F

S

F F

O

O

O
O

O



11418　植調　Vol.50, No.4(2016)

播種し，播種後 4週間後に調査を行っ
たところ高い除草効果が認められた
（図 -3）。

（3）難防除多年生雑草に対する除
草効果及び効果発現

（クログワイ，オモダカ，コウキヤガラ）
トリアファモンは難防除多年生雑草
に対して，処理後約40～ 60日で除草
効果が完成する（温度条件によって効
果完成に要する日数は変動する）。処理
後雑草の草丈が伸長する場合があるが，

 

 

 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１. トリアファモンの作用機構  
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図 -3　ノビエに対する残効性
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図-2. ノビエに対する除草効果 
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トリアファモン
原体

ノビエ ◎

カヤツリグサ ◎

コナギ ×

アゼナ類 ○
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ヒメミソハギ △

クサネム ◎
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（2）ノビエに対する効果，残効性 

ノビエに対するトリアファモンの除草効果をポット試験で検討したところ，5 葉期程度までのノビ

エに対して高い除草効果を示した（図-2）。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2. ノビエに対する除草効果 

・試験場所：バイエルクロップサイエンス(株)結城中央研究所 ・試験規模：500ｍ2 ・試験土壌：軽埴土 ・処理薬

量：トリアファモン 50g ai/ha ・調査時期：処理後約 6 週間 減水深：1cm/日 湛水時期（2007 年） 

 

漏水，無漏水の条件で，薬剤処理後 1～7週間後にノビエの種子を播種し，播種後 4週間後に

調査を行ったところ高い除草効果が認められた。（図-3） 
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図-3. ノビエに対する残効性 

・試験場所：バイエルクロップサイエンス(株)結城中央研究所 ・試験規模：500ｍ2 ・試験土壌：軽埴土 ・処理薬

量：トリアファモン 50g ai/ha ・試験方法：薬剤処理 1～7週間後にノビエ種子を播種し，播種後 4週間後に達感調

査した。 ・漏水条件：1cm/日×10 日（2007 年） 

 
（3）難防除多年生雑草に対する除草効果及び効果発現 

（クログワイ，オモダカ，コウキヤガラ） 
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度条件によって効果完成に要する日数は変動する）。処理後雑草の草丈が伸長する場合がある

が，効果持続性が長く最終的に茶褐色化し枯死に至る。（図-4，図-5，図-6） 
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図 -6　コウキヤガラに対する効果発現の様子
・試験場所：バイエルクロップサイエンス (株 ) 開発センター　・試験規模：460m2 プラスチックポット　・試験土壌：軽埴土　・処理時の雑草葉
齢：クログワイ　7～ 9cm　オモダカ　2～ 3葉期　コウキヤガラ　15cm　（2015年）

 

 

図-5. オモダカに対する効果発現の様子 

 

 

 

図-6. コウキヤガラに対する効果発現の様子 

・試験場所：バイエルクロップサイエンス(株)開発センター ・試験規模：460ｍ2 プラスチックポット ・試験土壌：

軽埴土 ・処理時の雑草葉齢：クログワイ 7～9cm オモダカ 2～3 葉期 コウキヤガラ 15cm （2015 年） 
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で，水稲用除草剤に求められる幅広い効果と水稲への高い安全性を併せ持つ混合剤となる。ト

リアファモン・テフリルトリオン混合剤は，2013 年より日植調によって開始された問題雑草一発処

理試験においてクログワイ，オモダカ，コウキヤガラに対して単用で，対照の体系処理と比較し
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効果持続性が長く最終的に茶褐色化し
枯死に至る（図 -4，図 -5，図 -6）。

4. トリアファモン・テフリル
トリオン混合剤の除草効果

トリアファモンに一年生広葉雑草全
般に高い除草効果を有するテフリルト
リオンを混合することで，水稲用除草
剤に求められる幅広い効果と水稲への
高い安全性を併せ持つ混合剤となる。

トリアファモン・テフリルトリオン混
合剤は，2013 年より日植調によって
開始された問題雑草一発処理試験にお
いてクログワイ，オモダカ，コウキヤ
ガラに対して単用で，対照の体系処理
と比較して同等以上の除草効果が実証
された（図 -7，図 -8)。
またこれらは問題雑草に対して，雑
草発生前よりは発生後の処理時期の方
が高い除草効果を示す。

5. トリアファモン・テフリ
ルトリオン混合剤の直播水
稲への適用性
トリアファモン・テフリルトリオン
混合剤は，直播水稲の場面でも高い除
草効果を示し，特に高葉齢のノビエに
対しても除草効果が高いことから，散
布適期幅が広い剤となっている。
また，鉄コーティング種子などの表面
播種の場面においても直播水稲に対して
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図 -8　トリアファモン・テフリルトリオン混合剤の問題雑草一発処理試験の成績
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図 -7　トリアファモン・テフリルトリオン混合剤の問題雑草一発処理試験でのクログワイに対する効果と塊茎形成への影響
・試験年：2013 年 ・試験場所：岩手県農業研究センター　・移植日：5 月 9 日　調査日：7 月 18 日（移植 70 日後）　調査方法：草丈 × 株数で残
草量を算出　塊茎掘り取り日：2013 年 10 月
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効果持続性が長く最終的に茶褐色化し
枯死に至る（図 -4，図 -5，図 -6）。
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般に高い除草効果を有するテフリルト
リオンを混合することで，水稲用除草
剤に求められる幅広い効果と水稲への
高い安全性を併せ持つ混合剤となる。

トリアファモン・テフリルトリオン混
合剤は，2013 年より日植調によって
開始された問題雑草一発処理試験にお
いてクログワイ，オモダカ，コウキヤ
ガラに対して単用で，対照の体系処理
と比較して同等以上の除草効果が実証
された（図 -7，図 -8)。
またこれらは問題雑草に対して，雑
草発生前よりは発生後の処理時期の方
が高い除草効果を示す。
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草効果を示し，特に高葉齢のノビエに
対しても除草効果が高いことから，散
布適期幅が広い剤となっている。
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〈クログワイに対する除草効果〉 〈クログワイ塊茎形成に及ぼす影響〉

図 -7　トリアファモン・テフリルトリオン混合剤の問題雑草一発処理試験でのクログワイに対する効果と塊茎形成への影響
・試験年：2013 年 ・試験場所：岩手県農業研究センター　・移植日：5 月 9 日　調査日：7 月 18 日（移植 70 日後）　調査方法：草丈 × 株数で残
草量を算出　塊茎掘り取り日：2013 年 10 月
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高い安全性を示した（図 -9，表 -2）。

6. おわりに

トリアファモンは水稲作における重
要雑草であるノビエに対して高い除草
効果と長い残効性を有し，またクログ
ワイ，オモダカ，コウキヤガラ等の難
防除雑草に対しても高い除草効果を示
す新規水稲用除草剤である。また，本

剤を含む一発処理剤の更なる混合剤の
開発も進められ，水稲作における雑草
防除の一助となることが期待される。

なお，トリアファモン・テフリルトリ
オン混合剤（BCH-121-1kg 粒，BCH-
122 フロアブルおよび BCH-123 ジャ
ンボ）は，既に述べたように 2013 年
より日植調によって開始した問題雑草
一発処理試験においてクログワイ，オ
モダカ，コウキヤガラの 3 草種に対

して実用性ありの判定を得ている（図
-10)。
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図 -9　  トリアファモン・テフリルトリオン混合剤のノビエに対す
る除草効果（直播水稲，表面播種）5. おわりに 

トリアファモンは水稲作における重要雑草であるノ
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たクログワイ，オモダカ，コウキヤガラ等の難防除雑

草に対しても高い除草効果を示す新規水稲用除草
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一助となることが期待される。 
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日植調によって開始した問題雑草一発処理試験に
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2013年～2015年の日植調委託試験の成績より

試験例数

無～微 小 総数

イネ1葉期 12 0 12

ノビエ3葉期 10 0 10

ノビエ3.5葉期 12 0 12

イネ1葉期 12 0 12

ノビエ3葉期 9 0 9

ノビエ3.5葉期 12 0 12

イネ1葉期 8 1 9

ノビエ2.5葉期 5 1 6

ノビエ3葉期 8 1 9

トリアファモン・
テフリルトリオン

ジャンボ

・試験年：2013年　試験場所：日本植物調節剤研究協会　福岡市
見地　播種日：4月18日　調査日：6月3日（播種後46日後）

表-2　トリアファモン・テフリルトリオン混合剤の安全性（直播水稲）

薬害程度*の判定
薬剤 処理時期

トリアファモン・
テフリルトリオン

1キロ粒剤

トリアファモン・
テフリルトリオン

フロアブル

表 -2　トリアファモン・テフリルトリオン混合剤の安全性（直播水稲）
　　　　　　　　　2013 年～ 2015 年の日植調委託試験の成績より

図 -10　 問題雑草一発処理剤マーク


